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５ 指導法改善のポイント

年 度 令和４年度 令和３年度

平均 県 9.3問／14問 9.4問／14問

正答数 全国 9.2問／14問 9.1問／14問

平均 県 ６６％ ６７％

正答率 全国 ６５．６％ ６４．７％

○成果１ 設問番号 ３ 一

【学習指導要領における領域・内容】
〔第５学年及び第６学年〕 B 書くこと オ

文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整えること。

【平均正答率（％）】
【設問の概要】

【文章２】の の部分を，どのよ 本県 全国 差 自校
うなことに気を付けて書いたのか，適切なも ３ 一
のを選択する。 62.9 59.2 ＋3.７

文章全体の構成を問うような設問は，長年課題があった内容である。そこで，近年は鹿児島学習
定着度調査に類似の問題を出題してきた。Ｒ３年度の鹿児島学習定着度調査の類似の問題の正答
率を見ることにより，自校の取組の様子を分析することができる。

Ｒ３鹿児島学習定着度調査 大問３一 Ｒ３鹿児島学習定着度調査 大問３一

【県通過率】６８．９ 【自校通過率】

○成果２ 設問番号 ３ 四
【学習指導要領における領域・内容】〔第３学年及び第４学年〕知識及び技能

知識及び技能(3)エ(イ）漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書くこと。
【平均正答率（％）】

【設問の概要】
(一 ）か ら （二 ）に 書 き 直 し た 際 ， 気 を 付 本県 全国 差 自校

けた内容として適切なものを選択する。 ３ 四
82.1 77.9 ＋4.2

成果１ 文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整えること

成果２ 漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書くこと

課題１ 登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉えること

課題２ 人物像や物語の全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること

○ 自分の考えを，描写（叙述）を根拠として示し，表現させる。

書写指導においても，自分の作品を分析するような振り返りの時間を大切にしてほしい。

国 語【小学校第６学年】

正答の状況

今回の調査結果から明らかになった成果と課題

成果が見られた問題の概要

授業改善のポイント
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▲課題１ 設問番号 ２ 一 （２）

【学習指導要領における領域・内容】 〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと イ
登場人物の相互関係や心情などについて，描写を基に捉えること。

【設問の概要】 【平均正答率（％）】
「老人」が未来の「ぼく」だと考えられる

ところとして適切なところを選択する。 本県 全国 差 自校

２一(2) 66.7 70.6 -3.9

登場人物の相互関係を，描写を基に捉えることができているかを問う設問である。自分の考えの
根拠を，描写を根拠として明確に示し答える設問は例年課題が見られる内容である。

【授業改善例】
＜全国学力・学習状況調査の報告書にある授業アイディア例Ｐ４１からを参考にする。＞

～光村図書小５「たずねびと」の学習で活用できます。～
○ ペア学習等を取り入れて，全文シートに，登場人物の相互関係が表れている描写を付箋に書

かせ，それを貼り出す中で，どのような関係かを書き込むような時間を設定する。一人では気付け
ない内容も複数人で取り組むことにより，暗示的に示している描写などに気付くことができる。

○ 自分の考えの根拠を，描写を根拠として明確に示すことに課題があるため，「読むこと」の授業
において，板書やワークシートに，自分の考えと描写（根拠）を分けて示す指導を行う。

○ 発表させる際には，デジタル教科書に線を引かせたり，全文を提示して描写（根拠）を指し示し
ながら，自分の考えを発表させるようにする。

▲課題２ 設問番号 ２ 三

【学習指導要領における領域・内容】〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと エ
人物像や物語の全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすること。

【平均正答率（％）】
【設問の概要】

【山村さんの文章】の Ｂ に入る内容 本県 全国 差 自校
として適切なものを選択する。

２ 三 56.8 59.2 -2.4

文章の表現が，読み手にどのような効果を与えるかについて，自分の考えを明らかにする設問
である。課題1にある，描写を基に捉える活動と同様，文章の表現に着目して授業を展開する必
要がある。

【授業改善例】
＜全国学力・学習状況調査の報告書にある授業アイディア例Ｐ４４を参考にする。＞

〇 「読むこと」の学習においては，叙述（文章表現）に着目させて，その意味や文章が読み手に
与える効果などについて話題にする場面を設定する。

〇 本の推薦文を書く授業においては，必ず本にある文や文章を取り上げて，その文や文章から
どのような考えをもったか等，叙述を根拠にして書かせる活動を位置付ける。

課題が見られた問題の概要

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点

問題点とその改善点

問題点とその改善点

課題が見られた問題の概要
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年 度 令和４年度 令和３年度

平均 県 9.7問／14問 9.0問／14問

正答数 全国 9.7問／14問 9.0問／14問

平均 県 ６９％ ６４％

正答率 全国 ６９％ ６４．６％

○成果１ 設問番号 ２ 三

【学習指導要領における領域・内容】
〔第１学年〕知識及び技能 (2) 情報の扱い方に関する事項 イ

比較や分類，関係付けなどの情報の整理の仕方，引用の仕方や出典の示し方について理解を深
め，それらを使うこと。
〔第１学年〕思考力，判断力，表現力等 Ｂ 書くこと ウ

根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。

【設問の概要】 【平均正答率（％）】
農 林 水 産 省 の ウ ェ ブ ペ ー ジ に あ る 資 料

の一部から必要な情報を引用し，意見文の 本県 全国 差 自校
下 書 き に ス マ ー ト 農 業 の 効 果 を 書 き 加 え ２ 三
る。 51.2 46.5 ＋4.7

本問題は，自分の考えが伝わる文章になるように，根拠を明確にして書くことができるかどうか見
る問題であり，そこに「知識及び技能」の内容である，引用の仕方を条件として設定している問題で
ある。

根拠を明確にして書くことは例年苦手としている内容であるため，鹿児島学習定着度調査でも
意識して出題している内容である。

○成果２ 設問番号 ４ 一

【学習指導要領における領域・内容】 〔第１学年〕知識及び技能 （３）エ(イ）
漢字の行書の基礎的な書き方を理解して，身近な文字を行書で書くこと。（書写）

【平均正答率（％）】
【設問の概要】

行 書 の 特 徴 を 踏 ま え た 書 き 方 に つ い て 本県 全国 差 自校
説明したものとして適切なものを選択する。 ４ 一

50.7 39.4 ＋11.3

書写指導においても，作品を分析，評価するなどの振り返りの時間の充実が求められる。

成果１ 根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること
成果２ 漢字の行書の基礎的な書き方を理解して，身近な文字を行書で書くこと
課題１ 場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に捉

えること
課題２ 語句の量を増やすとともに，語感を磨き語彙を豊かにすること

○ 物語全体を把握する活動を位置付ける。
○ 語彙指導に関して，1年間継続して取り組めるような活動を設定する。

国 語【中学校第３学年】

正答の状況

今回の調査結果から明らかになった成果と課題

成果が見られた問題の概要

授業改善のポイント
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▲課題１ 設問番号 ３ 三

【学習指導要領における領域・内容】〔第１学年〕思考力，判断力，表現力等 Ｃ 読むこと イ
場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に捉えること

【設問の概要】 【平均正答率】
話の展開に沿って「おれ」の行動や心情を並べ替 本県 全国 差 自校

える。 ３ 三 59.1 62.0 -2.9

場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に捉えることができて
いるかを問う設問である。物語全体における登場人物の心情の変化を捉える経験が少ないのでは
ないかと思われる。

【授業改善例】
＜全国学力・学習状況調査の報告書にある授業アイディア例Ｐ５１からを参考にする。＞

～光村図書中２「アイスプラネット」の学習で活用できます。～
○ 心情を表す言葉を取り上げてその変化をたどり，心情曲線で表したり，それぞれの描写が表

している心情の違いを考えたりする活動を位置付ける。大切なのは切り取った一部分のみで心
情を捉えるのではなく，物語全体の心情の変化を捉えさせることである。

○ 物語全体の概略をとらえまとめさせたり，人物関係の相関図を作らせたりするなど，物語全
体を把握させる活動を位置付ける。家庭学習等で取り組ませ，授業の中で付加，修正する活動
も考えられる。

▲課題２ 設問番号 ３ 二

【学習指導要領における領域・内容】 〔第１学年〕知識及び技能 （１）ウ
事象や行為，心情を表す語句の量を増やすとともに，語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関

係に注意して話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。

【設問の概要】 【平均正答率】
「途 方 に暮 れた 」の 意味 と して 適切 な ものを選 択 本県 全国 差 自校

する。 ３ 二 81.9 84.0 -2.1

「語彙」の意味理解について問う設問である。語彙指導については，語句を話や文章の中で使
うことを通して，社会生活の中で使いこなせる語句を増やし，確実に習得していくことが大事であ
る。よって，「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の領域の指導の中で，適宜指導してい
くことが大事である。
【授業改善例】
□ 授業を行う前に，当日生徒に着目させたい「語彙」を一つ決めて授業に臨む。
□ 生徒が着目した「語彙」の意味について尋ねたり，その言葉がもつ語感について話し合わせ

たりする。
□ 着目させたいその「語彙」を使って短文作りに取り組ませる。
【学校教育全体で取り組む語彙指導】
〇 語彙量を増やすためには読書指導が欠かせない。継続的な読書指導を進め，多くの子が本

に親しめるような時間や場所を設定するとともに，新聞等も含め，幅広く図書資料に目を向けさ
せるような取組を全教科で進める必要がある。

○ ノートの巻末に，自分で調べた語彙をまとめさせるようにして，マイ辞典を作らせたり，ＩＣＴを
活用してマイ辞典を作成させたりすることも可能である。

問題点とその改善点

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点

課題が見られた問題の概要

問題点とその改善点
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年 度 令和４年度 令和３年度
種 別 算数 算数

平均 県 10.1問／16問 11.4問／16問
正答数 全国 10.1問／16問 11.2問／16問
平均 県 ６３％ ７１％

正答率 全国 ６３．２％ ７０．２％

成果１ 設問番号□１ (３) Ａ 数と計算

【設問の概要】
カップケーキ７個分の値段を，１４７０÷３で

求めることができるわけを書く。

課題１ 設問番号□１ (４) Ａ 数と計算

【設問の概要】
85×21の答えが1470より必ず大きくなることを判断するための数の処理の仕方を選ぶ。

算 数【小学校第６学年】

今回の調査結果から明らかになった成果と課題

成果１ 日常生活の問題を解決するために，一つ分の大きさ，幾つ分，幾つ分かに当たる大きさの関係を捉え，式
に表したり，式の意味を説明したりすることができるようにすること。

課題１ 日常生活において，数の大きさを見積もる際には，概数にする方法である切り上げ，切り捨て，四捨五入
を用いて計算し，どの方法が適切であるかを判断できるようにすること。

課題２ 飲み物の量に対する果汁の量の割合が，飲み物の濃さを表していることを理解するとともに，飲み物を分
けても飲み物の濃さは変わらないという生活経験を想起できるようにすること。

正答の状況

授業改善のポイント

〇 言葉，図，数，式，表，グラフなどを含む学習課題を読み取ることで，児童自ら問いをもち，問題
解決を行うことができるような授業設計を行う。

一問一答式の計算問題や，与えられた説明を用いて説明を書く問題など，形式的な知識・技能を問う問題に
ついては全国より高い通過率であり，繰り返しの補充指導等により成果を挙げているといえる。

自校の正答率と解答類型の割合を記入

し，誤答の理由を探りましょう。

本県 全国 差 自校
81.3 76.0 5.3

【平均正答率(%)】

１(3)

本県 全国 差 自校
33.3 34.8 -1.5

【平均正答率(%)】

１(4)

課題が見られた問題の概要

成果が見られた問題の概要
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<本県の誤答傾向>

課題２ 設問番号□２ (3) Ｃ 変化と関係

【設問の概要】
果汁が含まれている飲み物の量を半分にしたときの，果汁の割合について正しいものを選ぶ。

<本県の誤答傾向>

問題点とその改善点

○ 右上枠部分から，66.9％の児童が果汁が20％含まれている飲み物を二人で等しく分けたとき，飲み物の量が
１

になると，同様に果汁の割合も
１

になると誤って捉えていると考えられる。２ ２

○ 指導に当たっては，日常の具体的な場面に対応させながら，飲み物の量に対する果汁の量の割合が，飲み物の
濃さを表していることを理解できるようにすることが重要である。その際，飲み物を分けても，飲み物の濃さは変わ
らないという生活経験を想起できるようにすることが大切である。

自校の正答率と解答類型の割合を記入

し，誤答の理由を探りましょう。

問題点とその改善点

○ 右枠部分から，49.8％の児童が85と21をそれぞれ一の
位の数を四捨五入し，十の位までの概数にして計算すると
良いと考え，目的に合った概数にして計算する方法を選ぶ
ことができていないと考えられる。

○ 指導に当たっては，日常生活において，数の大きさを見積
もる必要があるときは，目的に応じて数を大きくみたり小さ
くみたりして，概算できるようにすることが重要である。その
際，概数にする方法である切り上げ，切り捨て，四捨五入を
用いて計算し，どの方法が適切であるかを判断できるよう
にすることが大切である。

本県 全国 差 自校
21.3 21.4 -0.1

２(3)

【平均正答率(%)】

正答 解答類型 類型(％) 自校(％)
◎ ア　と解答しているもの。 33.3

イ　と解答しているもの。 5.9
ウ　と解答しているもの。 49.8
エ　と解答しているもの。 10.1
上記以外の解答 0.3
無解答 0.5

正答 解答類型 類型(％) 自校(％)
１　と解答しているもの。 66.9
２　と解答しているもの。 10.6

◎ ３　と解答しているもの。 21.3
上記以外の解答 0.5
無解答 0.7

課題が見られた問題の概要
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年 度 令和４年度 令和３年度
種 別 数学 数学

平均 県 ６.６問／14問 9.0問／16問
正答数 全国 ７.２問／14問 9.1問／16問

平均 県 ４７％ ５６％
正答率 全国 ５１．４％ ５７．２％

＜本県の主な誤答傾向＞
課題１ 設問番号□４

課題２ 設問番号□６ (1)

課題１ 一次関数の変化の割合の意味を理解すること
課題２ 問題場面における考察の対象を明確に捉えること
課題３ 与えられた文章や表，グラフから，必要な情報を適切に読み取ること

問題点とその改善点

課題が見られた問題の概要

課題が見られた問題の概要

【設問の概要】
同じ偶数の和である２n ＋２n ＝４n について n が９

のとき，どのような計算を表しているかを書く。

○ 上太枠部分から，36.1％の生徒が表の隣り合う二つの
y の値に着目し，その差が２であることから，その２を変化
の割合と捉えるなど，変化の割合について理解が不十分
であると考えられる。

○ 指導に当たっては，本題材のように表の隣り合う二つの
x の値が２である表を取り扱ったり，グラフや身の回りの題
材を取り扱う際に変化の割合について触れ，学び直す機
会を設けたりすることが重要である。

【設問の概要】
変化の割合が２である一次関数の関係を表した

表を選ぶ。

正答の状況

授業改善のポイント

〇 言葉や数，式，図，表，グラフなどを含む学習課題を読み取ることで，生徒自ら問いをもち，問題
解決を行うことができるような授業設計を行う。

正答 解答類型 類型(％) 自校(％)
◎ ア　と解答しているもの。 32.2

イ　と解答しているもの。 36.1
ウ　と解答しているもの。 17.5
エ　と解答しているもの。 13.6
上記以外の解答 0.2
無解答 0.4

本県 全国 差 自校
32.2 37.9 -5.7

４

【平均正答率(%)】

数 学【中学校第３学年】

今回の調査結果から明らかになった課題
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＜本県の主な誤答傾向＞

課題３ 設問番号□８ (1)

＜本県の主な誤答傾向＞

問題点とその改善点

課題が見られた問題の概要

問題点とその改善点

○ 11.6％の生徒は， n ＝９のとき「９＋９＝18」にな
ると捉えている。また，その他の解答として「９n ＋９ n
＝18n 」という誤答も多く，「２n ＋２n ＝４n 」の左辺
に n ＝９を代入しようとしたが９n ＋９n と記述し，その
計算をした生徒がいると考えられる。

○ 文字を用いた式２n ＋２n ＝４n を取り上げ,n ＝９を
代入した式「２×９＋２×９＝４×９」や,「18 ＋18＝3
6」と対比させることで，２n ＋２n が同じ２つの偶数
の和を表していることや，４n が４の倍数になることを
理解できるようにすることが大切である。

○ 右太枠部分から，21.8％の生徒は，点Ｅの座標を
グラフ上のおよその位置で判断できているが，二酸
化炭素削減量の合計の記録のグラフと表を関連さ
せて読み取ることができなかったと考えられる。

○ 指導に当たっては，表やグラフと具体的な事象を
対応させ，グラフ上の点が具体的な事象では何を表
しているのかを捉える活動を取り入れ，与えられた
表やグラフを関連付けて，必要な情報を読み取るこ
と ができ るよう に指導すること が大切である。その
際，必要に応じて文章や表，グラフに線を引いたり丸
や矢印をかいたりして読み取るよう指導することが
重要である。

【設問の概要】
与えられたグラフにおいて，点Ｅの座標を書く。

本県 全国 差 自校
50.6 54.6 -4.0

【平均正答率(%)】

８(1)

本県 全国 差 自校
67.0 73.4 -6.4

【平均正答率(%)】

６(1)

正答 解答類型 類型(％) 自校(％)
◎ （５，37.8） と解答しているもの。 50.6

（37.8，５） と解答しているもの。 2.5
（５， □ ） と解答しているもの。
（□は37.8以外の数，又は無解答 ）

21.8

上記以外の解答 18.7
無解答 6.4

正答 解答類型 類型(％) 自校(％)
◎ 18＋18＝36　と解答しているもの。 67.0

◎
上記について，左辺を２×９＋２×９と解答
しているもの，
又は，右辺を４×９と解答しているもの。

0.7

18＋18又は２×９＋２×９
と解答しているもの。

0.0

36又は４×９　と解答しているもの。 0.0
９＋９＝18　と解答しているもの。 11.6
上記以外の解答 14.0
無解答 6.6
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年 度 令和４年度 平成30年度
種 別 理科 理科

平均 県 11.4問／17問 9.5問／16問
正答数 全国 10.8問／17問 9.6問／16問
平均 県 ６７％ ５９％

正答率 全国 ６３．３％ ６０．３％

課題１ 設問番号 ２ (4)

【設問の概要】
凍った水溶液について，試してみたいことを基に，見いだされた問題を書く。

<本県の誤答傾向>
正答 解答類型 本県（％） 自校（％））
◎ 正答の条件を満たして記述しているもの。 34.0

◎ 正 答 の 条 件 を満 たして い るが ，凍 らせる酢 溶液 の具 4.6体的な溶質の名前を挙げて記述しているもの。
正 答の 条件 を満 たしてい るが ，「調べよう」，「やって

〇 みよう」，｢試してみよう」など，行為を目的とする内容で 1.2
記述しているもの。

水 溶液を凍らせた物を対象として，「どうなるだろう」
な ど ， 明 確 で は ない 変 化 を 問 う内 容 で 記 述 し て い る も 3.7
の。

水 溶 液 を凍 らせた 物 を対 象 として ，具 体 的な問 題 を
示さずに，「調べよう」，「やってみよう」，「試してみよう」 4.5
行為を目的とする内容で記述しているもの。

水 溶 液 を 凍 ら せ た 物 を 対 象 と し て ， 液 体 に沈 む （浮
く）現象自体を問うことを示す内容で記述しているもの。 8.7

水 溶 液 を凍 らせ て い ない 物 を 対 象 とし て ，液 体 に沈
【平均正答率(%)】 む （ 浮 く） の か ど うか を 問 うこ とを 示 す 内 容 で 記 述 し て 13.3

本県 全国 差 自校 いるもの。
砂 糖 水 を 凍 ら せ た 物 を 対 象 と し て ， 液 体 に沈 む （浮

２(4) 39.8 39.3 0.5 く ）の か ど うか を 問 うこ とを 示 す 内 容 で 記 述 して い るも 4.8
の。

水 溶 液 を 凍 ら せ た 物 を 対 象 と し て ， 液 体 に沈 む （浮
く）ことを断定，あるいは，推量して いる内容で記述して 4.4
いるもの。
上記以外の解答 16.2
無回答 4.6

理 科【小学校第６学年】

正答の状況

今回の調査結果から明らかになった成果と課題

課題１ 自然の事物・現象から得た情報を，他者の気付きの視点で分析して，解釈し，自分の考えを
もち，その内容を記述する。

課題２ 実験で得た結果を，問題の視点で分析して，解釈し，自分の考えをもち，その内容を記述す
る。

自校の正答率と解答類型の割合を記入

し，誤答の理由を探りましょう。

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点

課題が見られた問題の概要
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○ 水溶液を凍らせていない物を対象として，液体に沈むのかどうかを問うことを示す内容の誤答

が最も多く（13.3％），問題を見いだす際に，何が対象になっているかを見いだせていないことが

考えられる。

〇 児童に問題を見いださせる際に，事象提示の工夫をすることで，何が対象になっているのか意

識させる。また，他者の意見等も聞きながら，児童に問題意識をもたせ，見通しをもたせる。

課題２ 設問番号□３ (4)

【設問の概要】
問題に対するまとめから，その根拠を実験の結果を基にして書く。

<本県の誤答傾向>
（正答の条件） 正答 解答類型 本県（％） 自校（％））

次の①，②，③，④の全てを記述している。 ◎ ①，②，③，④全てを記述しているもの。 12.2
① 「黒色のかん」，「黒以外のかん」など，結果のうち，黒色の缶，または，それ以外の缶 〇 ①，②，④を記述しているもの。 21.1

の色について言及する趣旨で解答しているもの。 〇 ①，③，④を記述しているもの。 1.2
② 「40分後には」，「最後には」など，結果のうち，時間について言及する趣旨で解答し ①，②，③を記述しているもの。 2.0

ているもの。 ①，②または，①，③を記述しているもの。 2.1
③ 「28℃」，「32℃」など，結果 のうち，缶の水の 温度について言 及する趣旨で解答 し ①，④を記述しているもの。 19.4

ているもの。 ②，③，④，または，②と③のいずれかと④を記述
3.9④ 「ほか の色のかんの水 の温度よりも高い 」，「一番 水の温度が 高い」など，缶の水の しているもの。

温度を比較することを示す趣旨で解答しているもの。 ②，③，または，②と③のいずれかを記述している
1.8もの。

【平均正答率(%)】 ① ， ② ， ③ ， ④ の 条 件 に 当 て はま らず ，結 果 の み を示 す
0.8本県 全国 差 自校 内容で記述しているもの。

□３ (4) 34.5 35.1 -0.6 結果を用いず，原因を示す内容で記述しているもの。 23.7
上記以外の解答 6.0
無回答 5.6

問題点とその改善点

問題点とその改善点

自校の正答率と解答類型の割合を記入し，誤答の理

由を探りましょう。

○ 結果を用いず，原因を示すだけの誤答が最も多い（ 23.7 ％），次に，実験を事実として分析して，解

釈し，具体的な数値などを根拠として表現することができていない誤答が多い（ 19.4 ％），考察を行う

際に，根拠を示さずに記述する児童が多いと考えられる。

○ 結果を考察する場面では，自分の考えをまとめる場を設定し，その上で話合いができるようにする。そ

の際，「共通点や差異点」「比較する」「関係付ける」など，児童が「理科の見方・考え方」を働かせるよ

う，発問や助言を工夫する。

課題が見られた問題の概要
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年 度 令和４年度 平成30年度
種 別 理科 理科

平均 県 10.2問／21問 17.5問／27問

正答数 全国 10.4問／21問 17.9問／27問

平均 県 ４９％ ６５％
正答率 全国 ４９．３％ ６６．１％

課題１ 設問番号 ２ (3)

【設問の概要】
上空の気象現象を地上の観測データを用いて推論した考察の妥当性について判断する。

<本県の誤答傾向>
正答 解答類型 本県（％） 自校（％）

アと解答しているもの。 7.6
イと解答しているもの。 39.3
ウと解答しているもの。 25.5

◎ エと解答しているもの。 27.4
上記以外の解答 0.0
無回答 0.3

【平均正答率(%)】
本県 全国 差 自校

２(3) 27.4 28.5 -1.1

理 科【中学校第３学年】

正答の状況

今回の調査結果から明らかになった成果と課題

課題１ 観測データを用いて考察を行った他者の考えについて，多面的，総合的に検討して改善でき
ているか。

課題２ 時間的・空間的な見方を働かせながら，地層の傾きを分析して解釈できているか。

自校の正答率と解答類型の割合を記入

し，誤答の理由を探りましょう。

課題が見られた問題の概要，問題点とその改善点

課題が見られた問題の概要
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○ イ，ウの誤答が64.8％である。校庭にある百葉箱のデータだけで上空の飛行機雲の残り方を

考察しており，考察の根拠としてその観測データを用いることが妥当かどうか検討して改善するこ

とに課題があると考えられる。

○ 結果を考察する場面では，自分の考えをまとめる場を設定し，その上で話合いができるように

する。その際，考察の根拠としてのデータの妥当性があるかなど，発問や助言を工夫する。

課題２ 設問番号 ６ (3)

【設問の概要】
東西方向と南北方向の地層の断面である路頭のスケッチから，地層が傾いている向きを選択する。

<本県の誤答傾向>
正答 解答類型 本県（％) 自校（％）
◎ アと解答しているもの。 30.4

イと解答いているもの。 13.1
ウ 又 は エ と 解 答 し て い る も 55.9の。
上記以外の解答 0.0
無回答 0.5

【平均正答率(%)】
本県 全国 差 自校

６(3) 30.4 34.2 -3.8

問題点とその改善点

問題点とその改善点

自校の正答率と解答類型の割合を記入し，誤答の理

由を探りましょう。

○ ウ，エの誤答が 55.9 ％と多く，ルートマップと路頭Ｃ，Ｄのスケッチを関連付けられず，地層の広がり

ついて，時間的・空間的な視点で捉え，複数の観察結果から考察できていないと考えられる。

〇 「地球」を柱とする領域でのモデル実験の際に，地層の立体模型等を用いることで，時間的・空間的

な視点で捉えられるような教具の工夫を行い，考察できるようにする。

課題が見られた問題の概要


